
　
毎
年
実
施
し
て
い
る
福
祉
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
令
和
元
年
12

月
９
日（
月
）に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻

を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
明
日
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
日
常

の
生
活
の
中
で
福
祉
に
つ
い
て
考
え
、

「
優
し
さ
や
豊
か
な
心
を
育
む
」こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
応
募
作
品
数
は
小
、
中

学
校
合
わ
せ
て
２
９
３
点
と
昨
年
度

よ
り
も
多
く
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ま
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
入
賞
者
名
は
、
２
ペ
ー
ジ
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

第
68
号

●
福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

●
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

●
各
種
受
賞
者
の
ご
紹
介

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
通
信

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　活
動
報
告

●
各
支
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
ひ
ろ
が
る
善
意
の
輪

●
台
風
第
　号
義
援
金
受
領

●
ち
ょ
こ
っ
と
展

19

令和元年度福祉作品コンクール表彰式

68
令和２年１月14日

http://www.ishinomaki-shakyo.or.jp

この広報は、みなさまからの会費と赤い羽根共同募金配分金の一部により発行しています。

〒986-0814
石巻市南中里三丁目11－1



福祉作品コンクール ～たくさんのご応募
ありがとうございました～

※敬称略

※�入賞作品については石巻市社協HPでご覧になることが
できます。
　URL:http://www.ishinomaki-shakyo.or.jp/

最優秀賞　佐
さ さ き

々木ゆい（中津山第二小６年）
市 長 賞　江

え ら

良さくら（湊小６年）
優 秀 賞　及

おいかわ

川　　心
こころ

（中津山第一小６年）
　　　　　濱

はま

名
な

　凛
り

音
おん

（石巻小６年）
　　　　　砂

すなはら

原　芽
め い

育（蛇田小６年）
佳　　作　蒔

まかなえ

苗　大
たい

知
ち

（石巻小２年）
　　　　　濱

はま

名
な

　幸
ゆき

音
ね

（石巻小４年）
　　　　　佐

さ

藤
とう

ゆらり（蛇田小６年）
　　　　　鈴

すず

木
き

　琉
りゅうが

華（鹿又小４年）
　　　　　勝

かつまた

又　心
みい

唯
ゆ

（山下小６年）

最優秀賞　櫻
さくらい

井　蘭
ら な

奈（住吉中３年）
市 長 賞　阿

あ べ

部　智
ち

咲
さき

（青葉中１年）
優 秀 賞　佐

さ

藤
とう

　愛
え

叶
れな

（青葉中３年）
佳　　作　浅

あさ

野
の

　魅
み

兎
う

（山下中２年）
　　　　　清

し

水
みず

　麻
ま ゆ

由（住吉中２年）

最優秀賞　及
おいかわ

川　蒼
そ

央
な

（湊小５年）
市 長 賞　林

はやし

　　泰
たい

輝
き

（大街道小６年）
優 秀 賞　岩

いわくら

倉　健
けんしん

心（蛇田小３年）
　　　　　阿

あ

部
べ

礼
れ あ る

亜瑠（鹿妻小５年）
　　　　　柏

かしわざき

崎　悠
ゆう

斗
と

（大街道小４年）
佳　　作　阿

あ べ

部　希
の

海
あ

（山下小５年）
　　　　　阿

あ べ

部　優
ゆう

士
し

（鮎川小６年）
　　　　　阿

あ べ

部　優
ゆう

希
き

（湊小３年）
　　　　　伊

い

藤
とう

　　煌
らい

�（蛇田小１年）
　　　　　内

うち

海
み

　碧
あお

斗
と

（住吉小６年）

標
語
の
部

ポ
ス
タ
ー
の
部

ポ
ス
タ
ー
の
部

（
小
学
校
の
部
）

（
中
学
校
の
部
）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
と
い
う
時
代
に
入
り
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
佳

き
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
も
と
に
、
各
事
業

が
円
滑
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
九
年
目
を
迎
え
復
興
期
間
も
最
終
年
次
と
な
り
ま
す

が
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
一
方
で
少
子
高
齢
化
・
核

家
族
化
社
会
の
進
行
と
相
ま
っ
て
、
地
域
の
結
び
付
き
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
人
と
人
と
が
支
え
合
い
・
助
け
合
う
」
と
い
う
こ
と
が
基
本
と
な
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
本
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
と
し
て
、
町
内
会
や
区
長
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
等
を
は
じ
め
、
そ
の

他
各
種
団
体
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
市
と
共
に
地
域
福
祉
の
礎
と
な
り

ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、
令
和
と
い
う
年
号
は
、
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
と
い
う
思
い
を
込
め

た
新
し
い
時
代
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
参
り
ま
し
た
、
本
所
事
務

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
で
現
在
建
設
中
の
「（
仮
称
）さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
へ
移

転
い
た
し
ま
す
こ
と
と
、
ま
た
北
上
支
所
・
雄
勝
支
所
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
年
中
に

移
転
す
る
予
定
と
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
役
員
並
び
に
職
員
一
同
、
市
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
に
向
け
ま
し
て
鋭
意

努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
本
市
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
最
良
の
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人 

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　
大
槻
　
英
夫

いしのまき社協だより 2



第
88
回

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

（
中
止
）

【
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
会
長
表
彰
】

〇
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員

・
須　
藤　
晴　
男（
河
北
）

第
65
回
宮
城
県
福
祉
大
会（
中
止
）

【
宮
城
県
知
事
表
彰
】

〇
民
間
社
会
福
祉
団
体

・
青
い
鳥
の
会

・
石
巻
手
話
勉
強
会

・
石
巻
点
字
勉
強
会

〇
社
会
福
祉
事
業
篤
志
奉
仕
者

・
宮　
川　
公　
子（
石
巻
）

・
浦　
川　
道　
子（
山
下
）

・
及　
川　
幸　
男（
河
南
）

【
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

〇
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

・
千　
葉　
成　
子（
石
巻
）

・
鈴　
木　
美
也
子（
住
吉
）

〇
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
功
労
者（役

員
）

・
大　
槻　
英　
夫（
石
巻
）

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

・
菅　
原　
美
枝
子（
河
南
）

・
津
野
田　
く
に
子（
河
南
）

・
鈴　
木　
正　
子（
河
南
）

・
熊　
谷　
春　
代（
河
南
）

・
佐
々
木　
佳
世
子（
河
南
）

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体

・
鮎
川
婦
人
会

【
宮
城
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
】

〇
篤
志
寄
付
者（
表
彰
）

・
斉　
藤　
公　
雄（
渡
波
）

〇
奉
仕
功
労
者（
表
彰
）

・
菊　
澤　
調　
和（
山
下
）

・
原　
　
　
義　
教（
蛇
田
）

・
奥　
津　
榮　
一（
渡
波
）

・
蜂　
谷　
　
　
勲（
河
南
）

・
千　
葉　
正　
志（
河
南
）

・
木　
村　
政　
美（
河
南
）

・
奈
良
坂　
健　
逸（
河
南
）

・
勝　
又　
　
　
功（
河
南
）

・
小　
指　
　
　
清（
北
上
）

・
阿　
部　
豊　
道（
牡
鹿
）

〇
奉
仕
功
労
者（
感
謝
状
）

・
狩　
野　
清　
男（
河
北
）

・
千　
葉　
　
　
正（
河
北
）

・
今　
野　
仁　
一（
河
北
）

・
髙　
橋　
貞　
夫（
河
北
）

・
梶　
原　
精　
一（
河
北
）

・
堀　
井　
　
　
栄（
河
北
）

・
今　
野　
和　
夫（
河
北
）

・
髙　
橋　
忠　
之（
河
北
）

・
武　
山　
更　
二（
河
北
）

・
山　
内　
隆　
夫（
河
北
）

・
千　
葉　
一　
司（
河
北
）

・
鈴　
木　
敏　
雄（
河
南
）

・
亀　
山　
正　
利（
牡
鹿
）

・
鈴　
木　
榮　
悦（
牡
鹿
）

【
宮
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
　
　
　

協
議
会
会
長
表
彰
】

〇
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員

・
髙　
橋　
博　
美（
石
巻
）

・
藤　
井　
　
　
平（
石
巻
）

・
福　
原　
ゆ
う
子（
石
巻
）

・
平　
塚　
け
い
子（
石
巻
）

・
堀　
川　
桂　
子（
住
吉
）

・
相　
澤　
利
喜
子（
住
吉
）

・
津　
田　
孝　
子（
住
吉
）

・
髙　
松　
榮　
子（
住
吉
）

・
阿　
部　
智　
子（
住
吉
）

・
千　
葉　
信　
男（
門
脇
）

・
戸　
田　
悦　
子（
山
下
）

・
後　
藤　
よ
し
子（
山
下
）

・
大　
嶋　
美
枝
子（
山
下
）

・
髙　
橋　
　
　
捷（
山
下
）

・
山　
田　
清　
隆（
蛇
田
）

・
大　
山　
は
つ
代（
荻
浜
）

・
百　

　々
康　
江（
渡
波
）

・
佐　
藤　
美
佐
子（
渡
波
）

・
阿　
部　
美　
穂（
渡
波
）

・
城　
間　
け
い
子（
渡
波
）

・
阿　
部　
和　
子（
釜
大
街
道
）

・
大　
坪　
俊　
男（
釜
大
街
道
）

・
白　
畑　
栄　
子（
釜
大
街
道
）

・
庄　
司　
典　
子（
河
北
）

・
今　
野　
典　
子（
河
北
）

・
山　
内　
榮　
子（
河
北
）

・
松　
川　
礼　
子（
河
北
）

・
日　
野　
ゆ
う
子（
河
北
）

・
今　
野　
き
え
子（
雄
勝
）

・
鈴　
木　
　
　
洋（
河
南
）

・
岩　
渕　
愛　
子（
河
南
）

・
石　
垣　
美
代
子（
河
南
）

・
佐
々
木　
愛　
子（
河
南
）

・
横　
澤　
百
合
子（
河
南
）

・
須　
田　
正　
美（
桃
生
）

・
三　
浦　
宏　
一（
桃
生
）

・
高　
橋　
照　
代（
牡
鹿
）

・
髙　
橋　
和　
美（
牡
鹿
）

〇
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
支
援
者

・
木　
村　
　
　
勝（
住
吉
）

・
大　
内　
あ
つ
子（
門
脇
）

・
佐
々
木　
栄　
朗（
蛇
田
）

・
江　
刺　
寿　
宏（
荻
浜
）

・
甲　
谷　
美　
貴（
荻
浜
）

・
小
野
寺　
昭　
二（
渡
波
）

・
木　
村　
ふ　
く（
稲
井
）

・
阿　
部　
米　
子（
釜
大
街
道
）

・
末　
永　
和　
江（
河
南
）

・
菅　
原　
千
代
志（
河
南
）

・
佐　
藤　
　
　
正（
河
南
）

・
千　
葉　
恵　
司（
桃
生
）

・
辻　
　
　
淳　
童（
牡
鹿
）

令
和
元
年
度

石
巻
市
市
政
功
労
表
彰
式

　
令
和
元
年
11
月
10
日（
日
）

　
場
所
：
遊
楽
館

【
市
政
功
労
表
彰
】

〇
社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体

・
藤
間
流
わ
か
ふ
じ
会

・
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
石
巻

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
会

・
石
巻
レ
ス
キ
ュ
ー
サ
ポ
ー
ト
バ
イ
ク
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
渡
波
ふ
れ
あ
い
会

・
め
だ
か
の
楽
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
国
際
サ
ー
ク
ル
友
好
21

・
花
水
木
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

・
石
巻
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

・
ひ
だ
ま
り
の
会

○
民
生
委
員
児
童
委
員

・
菅　
原　
明　
江（
石
巻
）

・
木　
村　
啓　
子（
石
巻
）

・
芦　
野　
き
み
子（
住
吉
）

・
菅　
原　
源　
一（
住
吉
）

・
佐　
藤　
千
恵
子（
住
吉
）

・
木　
村　
浩　
征（
門
脇
）

・
坂　
本　
恵
美
子（
湊
）

・
安　
部　
慶　
子（
山
下
）

・
大　
和　
あ
ゆ
子（
蛇
田
）

・
宗　
像　
道　
大（
蛇
田
）

・
大　
島　
ま
す
子（
渡
波
）

・
髙　
橋　
　
　
茂（
渡
波
）

・
金　
子　
啓　
子（
渡
波
）

・
平　
塚　
澄　
子（
釜
大
街
道
）

・
関　
根　
　
　
護（
河
北
）

・
菊　
地　
か
を
る（
河
北
）

・
阿　
部　
惠　
子（
雄
勝
）

・
千　
葉　
貞　
一（
桃
生
）

・
阿　
部　
貞　
子（
牡
鹿
）

・
阿　
部　
み
ち
子（
牡
鹿
）

・
遠　
藤　
信　
子（
牡
鹿
）

　永年にわたり、社会福祉の発展に寄与され、功績
のあった市内の方々が表彰されました。受賞者のみ
なさまは下記のとおりです。この度の受賞、誠にお
めでとうございます。

　また、今年度の全国民生委員児童委員大会及び宮
城県社会福祉大会は、台風第19号の影響で中止とな
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みなさん、完成目指して真剣です

お口の体操で、元気な身体をつくります

他のサロンのお話は参考になります

赤いリンゴ　おいしそう！

これまでの思い出を
語り合いました。

キャプション

桃生地区老人福祉大会開催

サロン活動の情報交換

口腔機能を向上し肺炎を予防する「懐かしい歌で　　　　　
　　こころ温まり、　
 頭と手足を使った運動で  
　　　　からだ温まる♪」

世界にひとつだけの陶芸に挑戦

「人生楽しみ会」開催！ 石巻小学校総合学習

いつかまた会う日まで ～雄勝母子寡婦福祉会～

　11月13日（水）、桃生地域福祉セン
ターを会場に、桃生支部老人クラブ連
合会主催の「第52回桃生地区老人福
祉大会」が開催され、約70名が参加
しました。
　午前は、「あなたの心、元気ですか？

～ストレスと上手に付き合うため
に～」と題し、桃生総合支所保健
福祉課の保健師３名により講話と
寸劇がありました。
　午後は、会員による踊りや、歌
の披露となり楽しい時間となりま
した。

　11月15日（金）、秋晴れの
もと河南地区民生委員児童委
員協議会と共催で7０歳以上
の一人暮らしの方を対象とし
た「人生楽しみ会」を開催し
ました。
　総勢66名が参加し、登米
市中田町のリンゴ園では真っ

　11月18日（月）、石巻市社協本所事務

　早くに夫を亡くされ、母子家庭となった女性の方々で構成される、雄勝
母子寡婦福祉会。震災後、雄勝を離れざるをえなくなった会員も多かった
中、年数回の活動を楽しみに集っていました。

　北上地区生きがいデイサービスでは、全地区で健康教室を
開催しています。北上地域包括支援センターの職員からは、
入れ歯の洗い方と頬と舌を意識的に動かしながら行う口腔体
操を楽しく教えていただいています。参加者からは、「友達
にも教えっからね。」とうれしい声が聞かれました。

初めまして！トラビス君♪ サロン交流会開催
　12月２日（月）、牡鹿保健福祉センター（清優館）において、
牡鹿地区三小学校（鮎川小、大原小、寄磯小）の３・４年生１8
名が一緒に福祉学習を行いました。
　講師は石巻管内唯一の盲導犬ユーザー若山崇さんと盲導犬
のトラビス君（ラブラドールレトリバー）にお越しいただき、
日常生活などのお話を聞かせていただいたのち、質問やトラ

　11月８日（金）、
牡鹿保健福祉セン
ター（清優館）にて
サロン活動実践者
等を対象とした交
流会を開催。参加
者はスタッフを含
め28名。講師とし
て、いしのまきレ
クリエーション

　11月27日（水）、北上高齢者生活福祉センターで、講師に
三輪田窯亀山英児先生をお招きし、健康教室（陶芸）を開催し
ました。当日は、多くの方々が参加され、会話を弾ませなが
ら湯呑み茶碗やお皿等を作っていました。
　今年は、９月にも開催しており、回を重ねるごとに一人一
人の腕前も上達し、「今度も出来あがりが楽しみだね」とお
互いの作品を見ながら話されていました。

IメッセージとYOUメッセージ

～南部俵積み唄～

25名の方々が参加

「トーンチャイム」の音に癒されます♬

線を踏まないように…
次はどうするんだっけ？

赤に実ったリンゴの収穫を楽
しみ、女川町で懇親会を行い
ました。
　久しぶりに会う友人たちと
楽しいひと時を過ごしました。

登米・女川方面へ 所に、石巻小学校６年19名の児童が来所しました。
　総合的学習「未来の石巻・まちづくり」のため、障
害を持っている人や高齢の人が住みやすいまちづくり
を勉強中であり、街の中の工夫について質問を投げか
けたところ、「音の出る信号機、点字ブロック、車椅
子用スロープなど」色々答えてくれました。
　子どもたちにはバリアフリーの場所や、ユニバーサル
デザインの商品について、障害者が使いやすくするため
に、どんな所を工夫しているのか考えてもらいました。

　会の存続について協議を重ね、今年の10
月にお別れ会を開催し、その長い活動の歴
史に一つの区切りがつきました。「雄勝を
離れても、新しい地で元気に過ごしていこ
う」「また必ず会いましょう！」参加され
たみなさんからは、涙ながらにも前向きな
言葉が多く聞かれ、互いの深い絆を確かめ
ながら、再会の約束を誓い合いました。

ビス君と
の触れ合
いタイム
など、有
意義な時
間を過ご
しました。

協会の方々をお呼びし、サロン活動ですぐに使えるレクリエ
ーションを行いました。
　その後、参加者を４つの班に分け、自分たちが行っている
活動について意見交換を行いました。
　参加者からは、「レクリエーションはとても参考になった」や、
意見交換では、「もっと時間がほしかった」などのご意見をい
ただきました。

初めて見る
盲導犬に
びっくり！！

　12月12日（木）、
河北総合センター
にて、昨年度に続
き「河北地区サロ
ン活動団体交流
会」を開催いたし
ました。今回は二
部構成で約80名
が参加し、第一部

では音楽療法士の「♪おんがくりょうほう1/f（えふ
ぶんのいち）」を講師に迎え、太鼓や鈴など、さまざ
まな楽器を使って大きな声で歌って笑いました。
　最後にみんなで「トーンチャイム」を演奏しながら
懐かしい歌も歌い、癒しの時間となりました。
　第二部では、NPO法人ぱんぷきんふれあい会によ
る「ふまねっと運動」で頭と足、さらには手も使い、
歌に合わせステップを踏んで汗と笑い涙を流しました。
　来年度以降も開
催する予定ですの
で、河北地区にお
住まいのサロン団
体のみなさまは、
ぜひご参加
ください。

　12月５日（木）、桃生地域福
祉センターを会場に、桃生地区
サロン交流会を開催しました。
　実践者の方々よりサロン活
動を紹介していだだき、関係機
関からの情報提供とグループ
ワークも行いました。
　「他のサロンは、毎月どんな

ことしているか知りたい」との声に応えることを目的
としており、アンケート結果には「ペーパークラフト
の作り方や麻雀を教えて」、「お得な情報がたくさん出
て、とても良かったです」等の感想をいただきました。
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編 集 後 記

住吉小学校飯野川小学校

　今年の干支は「子」。子孫繁栄や拡大などの意味があるよう
です。ネズミさんにあやかり、私も新しいこと始めてみよう
かな。〇〇エットとか…。これ以上、おなか周りが拡大しな
いことを祈りつつ。（黒）

石巻市社会福祉協議会　各支所　お問い合わせ先
総 務 課
地 域 福 祉 課
ボランティアセンター

〒986-0814  石巻市南中里三丁目11-1
☎0225-96-5290　FAX 0225-96-5223

在 宅 福 祉 課 〒986-0025  石巻市湊町一丁目1−9
☎0225-92-6733　FAX 0225-96-2613

復 興 支 援 課 〒986-0025  石巻市湊町一丁目1−9
☎0225-23-3911　FAX 0225-23-3912

河 北 支 所 〒986-0132  石巻市小船越字山畑417−54
☎0225-62-1077　FAX 0225-62-1079

雄 勝 支 所 〒986-1332  石巻市雄勝町小島字和田18−13
☎0225-61-3011　FAX 0225-61-3022

河 南 支 所 〒987-1101  石巻市前谷地字黒沢前35
☎0225-72-3725　FAX 0225-72-2408

桃 生 支 所 〒986-0313  石巻市桃生町中津山字八木157-1
☎0225-76-1020　FAX 0225-79-1018

北 上 支 所 〒986-0201  石巻市北上町十三浜字吉浜266
☎0225-67-3025　FAX 0225-67-2031

牡 鹿 支 所 〒986-2523  石巻市鮎川浜清崎山7
☎0225-45-2684　FAX 0225-45-2785
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裕
子

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぱ
ん
ぷ
き
ん
ふ
れ
あ
い
会

・
五
十
嵐
守
正

・
三
木
市
吉
川
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
兵
庫
県
）

・
蛇
田
公
民
館
利
用
団
体
連
絡
協
議
会

・
み
な
と
陶
芸
講
座

・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
キ
ャ
セ
ド
ラ
ル

・
匿
名
５
件

●
雄
勝
支
所

・
雄
勝
母
子
寡
婦
福
祉
会

●
河
南
支
所

・
お
楽
し
み
囲
碁
の
会

・
リ
ボ
ン
レ
イ
サ
ー
ク
ル

・
陶
芸
愛
好
会

・
匿
名
１
件

●
牡
鹿
支
所

・
陽
山
寺

●
か
し
わ
ホ
ー
ム

・
匿
名
１
件

　

み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
、

寄
附
物
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
サ
ロ
ン
助
成
等
や
各
種

地
域
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

ボランティアセンター
『ちょこっと展』開催のお知らせ
○1月展示作品
　�「プリザーブド
　　　フラワー他」
　　浅野美奈子さん

「12月展示作品の様子」

台風第19号災害義援金受領

各小学校様より、子どもたちの思いを受け取りました。
共同募金では、各被災地への義援金を募集しております。
お問い合わせは、総務課または、最寄りの各支所までご連絡ください。
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